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〔話題3	 UCLA義肢ぅ装具研修会に出席して
私は昨年来，米国カ Jレフォルニア州のパロ・アルトに
あるスタンフォード大学医学部形成外科およびレハビリ
テーション部門の臨床フェローとして，主にその三大関
連病院であるサンタクララバレーメヂカ Jレセンター，在
郷軍人病院および小児病院のレハビリテーション科で約 
1年間診療に従事した。その間カルフォ Jレニア大学医学
部ロスアンゼ、ノレス分校 UCLAにおいて義肢・装具の研
修会に出席する機会を得たので，その米国整形外科およ
びレハピリテーション科医のための教育講座の内容を簡
単に紹介します。
数年前，私は我国における義肢・装具研修会である
岡山大学整形外科の自主公開研修会に出席した。その研
修会は 2日間と短期間で，しかも下肢の義肢・義足に焦
点がしぼられていたが，その内容についても比較するこ
とが出来た。岡山大学での武智・明石両講師による義肢
・装具の研修会は我国では高く評価されている。また近
年義肢・装具研究会を中心に，医師・工学関係者・義肢
製作者やパラメヂカJレの人々が一体となり，均一化し
た，より適合性と機能の優れた良い義肢・装具の開発と
啓蒙が行なわれて来ている。
話題をもとにもどすと， UCLA義肢・装具研修会は
カノレフォ lレニア大学ロスアンゼJレス分校医学部整形外科 
Amstutz教授のもとで同医学部レハピリテーションセ
)。1ンターと協力してプログラムが組まれている(表 
まず第一日目は，登録後直ちに筆記試験で講習会は始ま
った。最初の 3日間は上肢の義肢・義手についてその基
礎的諸問題，バイオメカニック，コンポーネント，ハ{
ネスなど盛り沢山に実地に合せて供覧と実習がなされ
た。
またランチョロスアミコ守ス病院からの講師により最近
の externalpowerや myo圃 electric con trol 装置の
供覧が行なわれた。
次の 3日間は大腿および下腿の切断肢に対する各種 
A-K，B-K義肢の特性と問題点について基礎的問題や
歩行分析と共に実地講習が行なわれた。特に，戦傷者に
対しては hydra-cadenceが処方されまた推奨されてい
た。これら義肢の開発は航空機会社の協力のもとに莫大
な開発費が投入されており，製品が実用化されるまでの
持国立療養所下志津病院整形外科
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表 1. UCLA義肢・装具研修会田町(1974) 
第 l日: Registration and pre-test 
Greeting and orientation 
Upper extremity prosthetic principles 
第 2日: Upperextremity prosthetic principles 
Pre-prosthetic care 
Controls training and eva1uation 
第 3日: Clinic team practice 
Upper extremity amputee clinic 
Hand bracing 
External power and Myo・Electriccontrol 
for upperextremity prosthetics 
第 4日: Norma1 human locomotion 
Level of amputation and appropriate 
prosthesis 
Biomechanics of the above-knee amputee， 
above-knee com ponen ts 
第 5日: Biomechanics of the above-knee amputee 
Functional considerations of above-knee 
prostheses 
Above-knee gait analysis 
第 6日:	 Below-knee prosthetic components 
Biomechanics alignment 
Functional consideration of below-knee 
prostheses 
Below-knee gait analysis 
Hip disarticulation and hemipelvectomy 
prosthetics 
第 7日:	 Orthopedic shoe modification and the foot 
Spinal orthotics (exclude Scoliosis) 
Principle of lower exremity orthotics 
第 8日:	 Juvenile amputee 
Above and below-knee prosthetic wearer 
Lower extremity amputee clinic 
Practice，evaluation，prescription 
Final test 
第 9日:	 Methods of bracing，ankle，tibia and knee 
Aplication long leg plaster fracture brace 
Lab practice 
第 10日:	 Below knee plastic fracture brace with 
shoe insert and ankle motion 
Lab practice apply below knee fracture 
brace 
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苦心のほどがうかがわれた。
続いて，股関節離断や片側骨盤切除術に対する義肢の
供覧と映画による講義がなされ，また義足や足底帰板に
ついても一日の講習が行なわれたo
脊注に対する装具は簡潔に済まされ，側間症に対する
ミルクォーキープレイスなどについては 4他の講習会で特
別に行なわれるとのことであった。 
8日目は小児義肢についての講習が行なわれ，日系の 
Setoguchi博士により 300症例におよぶ小児義肢装具の
研究結果のまとめが供覧された。特に興味あるのは小児
科医が主体となり義肢装具の問題に取り組んでいること
であった。
研修会の最後の 2日間は Castbracingについての講
習会が行なわれ，大腿骨および下腿骨々折に対する関節
つぎ手軸を用いた機能的ギブス固定法について最近の手
技が紹介された。続いて受講者が各自交代で術者となり
Cast bracingの実習を行なった。私はこの保存的療法
を数年前から取り入れ，追試を行なって来たが直接その
手技につき実習を受ける機会を得た。
これらの研修会はなごやかな雰囲気で行なわれ，最後
に試験とこの研修会に対するアンケートの提出で幕が下
りた。
整形外科領域は近年特に外科的進歩により，ややもす
ると観血的療法に目を向けられやすいが，術後の義肢や
装具の問題，また骨折に対する装具による保存療法など
にも，人間工学の分野や義肢・装具製作者の協力のもと
に，今後益々その進歩と発展が期待されている。
終りに，渡米 i乙際しと助力下さった整形外科井上
駿一教授，千葉労災病院石川芳光先生に深謝します。 
(1975. 1.6受付)
